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桂氏のお仕事は, (1)ウシ血清アルブミン(BSA)に対する抗体産生 ･細胞性免疫 (遅延型過敏症 DTH)並

















学 術 集 会記 録
























かりでなく,estrogenは細胞内で lysyloxidaseproductionを刺激し,その結果 extracelularspaceでの colagen,
elastinの成熟を促進することが強く示唆された｡
2. 細胞性免疫の調節に関与する細胞
細菌血清 桂 義 元
1970年に,B･R.Bloom とその共同研究者は,結核菌感作によってツベルクリン(PPD)に対して遅延型過敏
症 (DTH)を誘導したモルモットのリンパ節細胞を PPD と共に培養すると,vesicularstomatitisvirus(VSV)の
増殖を許す細胞 (VSV-replicatingcel)が観察されることを報告した｡すなわち,DTH の細胞レベルでの有力












3) 免疫後の VSV-replicatingcelの出現は DTH の出現より常に遅れる｡すなわち, DTH が peakに達し
て急激に低下した時期に VSV-replicatingce】1数が peakに達する｡
4) サイクロフイスフォアマイドの前投与で DTH は非常に増強されるが,そのようなマウスではVSV-rep-
licatingcelはほとんど全く検出されない｡
BSA の系で明らかになったことは,
1) Freund'scompleteadjuvantと共に免疫したマウスに,免疫が成立した時期に VSV と可溶性抗原を投与





















化に関与した celdiferentiationの一段階と定義することが可能である｡ 従って, Ⅰ型細胞障害後の細胞再生の
問題を解くことは,肺胞上皮細胞の celdiferentiationの機構を解明するうえで重要な意味が存在するのである｡
4. 結核菌の発育に不適当な条件 と化学療法 (要 旨)









が作用しにくい様である｡と同時に我々は 0.1γ/m1-10γ/mlの PASを SM 又は1NH に加えても殺菌力はあ
まり増加しないことを知った1)｡ この発育阻止力は強いが絞菌力の弱い PASで結核菌の増殖を抑制し, その後
に INH を作用させると,一定の条件で予想通りINH の殺菌力低下を認めた2)｡更に同様の現象を INH-PAS

























5･ 肺線維症 (Fibrosingalveolitis)一特 に,免疫学的発症機序 について一


















fibrosingalveolitisでは,8例中4例, RA に合併した Fibrosingalveolitisでは4例中4例の高頻度に陽性例が






















































































(2) 悪性腫癌の免疫療法-BCG療法とその作用機構を中心として- :徳永 徹 (国立予防衛生研究所結核部)
近年,悪性腫癌の免疫療法が脚光を浴び,種々の方法が開発,研究されつつあるが,人癌の免疫療法に実際に
今日もっとも多く試みられているのは,BCGを主とするミコバクテリアおよびその菌体成分である｡















































続いて森重福美 (太刀洗病院),LLJ本寿 (洛陽病院), 岡田慶夫 (滋賀医大),安平公夫 (京大胸部研)の諸先
生方と各演者との間に活発な質疑反答が交された｡
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第 1回 癌原性炭化水素による発癌機構の解明にむけて 高橋権也 (病理)(51.10.14)
第2回 1･ 昆虫アレルギーと気管支嘱息 (昆虫アレルゲンの重要性について) 木野稔也 (内2)(51.12.2)
2･ 気管支嘱息の治療 (特に副腎皮質機能を考慮 した治療について) 川合 梼 (内1)
3. 総合討論 宮本昭正 (東大物療内科)
第 3回 Freeze-etching法等電子殿徽鏡手法による,真菌,細菌の微細構造と機能調節の研究
竹尾漢治 (細菌血清)(52.3.3)
第 4回 コラーゲン合成高分子複合体の医学的応用 清水慶彦 (外科)(52.6.2)
第 5回 白血病細胞分化促進因子の性状について 前田道之 (細胞化学)(52.7.14)
第6回 呼吸ガスの平均肺胞気濃度と死腔量の新しい測定法について 藤田正憲 (臨床肺生理)(52.ll.24)
ⅠⅠⅠ 特別ゼミナール
第70回 4月16日 加藤 順三 (帝京大学医学部助教授)
｢ステロイドホルモンの受容体｣
第71回 10月8日 沢田 英夫 (東海大学医学部助教授)
｢肺表面活性物質のアポ蛋白について｣
第72回 11月 三尾 隆弥 (神戸大学医学部)
｢クロルベンゼン,PCBの代謝機序｣
第73回 53年 2月4日 水野 正彦 (東京大学医学部助教授)
｢性の分化｣
第74回 53年3月4日 松尾 雄志 (大阪大学蛋白質研究所助手)
｢トキソホルモン研究の最近の進歩｣
第2回 シンポジウム "環境発癌物質による肺癌' (52年6月25日)
人の肺癌 池 田 貞 雄 (桂病院外科)
職業性肺癌 原 一 郎 (大阪府立公衆衛生センター)
発癌物質特に多環芳族炭化水素の検出 松 下 秀 鶴 (労働衛生研究所)
環境発癌物質による実験的肺癌と発癌機構 高 橋 権 也 (京大胸部研)
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内 科 学 第 2
1. 免疫学の基礎的領域に関する研究
〔学会,研究会報告〕
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の解析,第7回日本免疫学会総会,(昭52.ll)
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p.358
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用の作用機序,抑制作用因子の性状および特異性に関する検討,第18回日本肺癌学会総会,(昭52.10)





〔誌 上 発 表〕
本田和徳,河野知弘,筒井大八,森岡茂治,井上寛治,宮本信昭,福森重剛,平野政夫 :原発性肺癌の臨床的
観察,高知市民病院紀要,2:47,(昭52)
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所属 リンパ節の形態と予後,医療,31:503,(昭52)
4. 気管支噂息に関する研究





意義と RAST による特異的 IgE の検出,第17回日本胸部疾患学会総会,(昭52･4)







木野稔也, 今井弘行,松井祐佐公, 大島駿作 :Hexoprenaline(レアノ- ル@)の気管支嘱息に対する臨床評
価,新薬と臨床,26:1649,(昭52)
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特定疾患肺線維症調査研究班昭和51年度第 2回班会議,(昭52･3)
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泉 孝英 :Cryptogenic后brosingalveolitisについて-Turner-Warwick教授に聴 く-,最新医学,32:1172,
(昭52)




〔学 会 発 表〕
Izumi,T･: ImmunologlCallindingsinchronicberylium disease･9Internationalconferenceonpneumology
andofeuropeanspecialistphysicians,Messina,Italy(1977,3)
北市正則,西川伸一,平田健雄,小原幸信,泉 孝英 :慢性ベリリウム肺に関する研究, (第3報)慢性ベ7)
リウム肺とサルコイド-ジス肺病変の病理組織学的鑑別点について,第17回日本胸部疾患学会総会,(昭52.4)
8. 呼吸器疾患の免疫学的研究
〔学 会 発 表〕
泉 孝英,長井苑子,杉之下俊彦 :呼吸器疾患患者の免疫学的動態に関する研究,(第 5報)血清の免疫抑制作
用について,第17回日本胸部疾患学会総会,(昭52.4)










〔誌 上 発 表〕
大島駿作 :免疫異常と肺,現代医療,9:321,1977.
昭和53.3 - 17-
真弓暫二 :呼吸器疾患におけるリンパ球に関する免疫学的研究.第 1篇 呼吸器疾患における末梢血 リンパ球
の Subpopulationに関する研究,京都大学結核胸部疾患研究所紀要,10‥60,(昭52)
9. 症例報告
〔学 会 発 表〕









泉 孝夫 :特別講演 ｢肺線維症｣第6回兵庫県東部六市胸部疾患談話会,(昭52.3)
泉 孝英 :間質性肺炎(2)肉芽性間質性肺炎,第12回大阪呼吸器疾患談話会,(昭52.5)
木野稔也 :Radioalergosorbenttest(RAST)とその臨床応用,京都国立病院水曜セミナー,(昭52.6)
門 政男 :肺癌患者における PHA 皮内反応について,PHA 皮慮反応検討会,(昭52.6)
大島駿作 :寝汗について,テレビドクター,MRS(毎日)テレビ,(昭52.8)
泉 孝英 :肺癌患者の免疫抑制作用を用いた肺癌の診断,第 7回京大臨床免疫研究会,(昭52.9)
大島駿作 :肺癌について,第7回今治市 ･越智郡 ･周桑医師会医学講演会,(昭52.ll)
胸 部 外 科 学 部
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北野司久 :免疫化学療法の可能性について (癌の免疫療法及び免疫化学療法における基礎的研究 と臨床的研
究),厚生省癌研究助成金粧会議,(昭52.2)
伊藤元彦,長瀬千秋,高嶋義光,青木 稔,安倍隆二,寺松 孝 :肺癌切除例の10年生存率,第77回日本外科
学会総会,(昭52.4)



















長瀬千秋,笹田昌孝 :invitroにおけるセファランチンの刺痛効果について, 第3回アルカロイド研究会 (昭
52.6)
伊藤元彦,寺松 孝 :肺癌症例における気管支分岐部上皮の変化,厚生省がん研究助成金池 田班粧会議 (昭
52.6)
長瀬千秋,伊藤元彦 :Microplate法による制癌剤の選択,厚生省がん研究助成金服部班班会議 (昭52･6)
松延政一,長瀬千秋,伊藤元彦他 4名 :コンピューター (C.T.)断層の肺癌診断-の応用について, 第20回日
本胸部外科学会関西地方会 (昭52.6)

















秩 :BCG による結核散布を来した転移性肺癌の1例,第27回日本肺癌学会関西支部会 (昭52.7)
宮本好博,池田貞雄,船津武志,甲斐隆義,松原義人,二宮和子,ニッ矢義一,桑原正喜,宮本茂充,今井節
郡,浅井信昭 :肺結核に合併 した腺癌の1例,第27回日本肺癌学会関西支部会 (昭52.7)
坂東義活,辰巳明利,茂幾俊武,中路忠司,勝田宏重,伊東政敏 :珍しい縦隔陸揚の1治験,第10回岡山胸部
疾患懇話会 (昭52.8)
松延政一,他 :無気肺を示す肺癌の1例,第2回 CT懇談会 (昭52.8)











人見滋樹,玉田二郎,前里和夫他 5名 :転移性肺癌の手術適応 (術前検査を中心に),第30回日本胸部外科学
会総会ラウンドテーブルディスカッション (昭52.9)
北野司久,高嶋義光,弘野慶次郎, 市谷通雄 :肺癌の免疫化学療法の~･一拍巨性･････Targetcelの Antigenicity
の立場からの検討,日本胸部外科学会 (昭52.9)












高嶋義光,北野司久,杉山正敏,古木 稔,長瀬千秋 :ヌードマウスを用いる制癌剤感受性検査法 (第 1報)
--基礎的研究,制癌剤適応研究会 (昭52.10)
北野司久 :癌免疫の基礎と臨床,特別講演 ･近畿郵政局管内病院学術集談会 (昭52.10)





長瀬千秋,苗木 稔,伊藤元彦,寺松 孝,高嶋義光,北野司久 :肺癌培養細胞を使っての制癌剤感受性試験
とその肺癌化学療法-の応用,第18回日本肺癌学会総会 (昭52.10)
松延政一,長瀬千秋,和田洋己,伊藤元彦他 :コンピュータ-断層 ((＼T.)の肺癌診断-の応用, 第18回日本





義,長瀬千秋,伊藤元彦,寺松 孝 :縦隔鏡検査成績と肺癌の予後について, 第18回日本肺癌学会総会 (昭52･
10)
北野司久,高嶋義光,宮林美福,市谷通雄,大石まり子,西川光重,蔵田駿一郎,稲田満夫,種田和清,倉沢
卓也 :免疫化学療法(3)･肺腫癌のマーカーとしての CEA の臨床的意義,日本肺癌学会 (昭52.10)
二宮和子,池田貞雄,松原義人,宮本好博,宮本茂充,桑原正喜,ニッ矢義一,甲斐隆義,船津武志,長瀬千
釈 :肺癌の多剤併用化学療法 (FUMCET),第18回日本肺癌学会総会 (昭52.10)
松原義人,池田貞雄,桑原正喜,ニッ矢義一,宮本茂充,宮本好博,二宮和子,船津武志 :癌性胸膜炎の診断
における胸水中の CarcinoembryonicAntigen(CEA)の意蔑,第18回日本肺癌学会総会 (昭52.10)
松原義人,桑原正喜,池田貞雄 :肺ヲ高患者における CEA測定 (第 2報),第36回日本癌学会総会 (昭52.10)
伊藤元彦,長瀬千秋,福田治男,高嶋義光,青木 稔 :"異常酵素"産生肺癌の形態学的所見,日本肺癌学会総
会 (昭52.10)


















岡本交二,岡部 学,宮本覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之,内田博也,三村六郎,
小引孝雄 :肺 Adenoacanthomaの1手術例,122回近畿外科学会 (昭52.ll)







北野司久,吉田恵三子,西川光量,稲田溝夫 :肺癌における CEA の臨床的意義,CEA 研究会 (昭52.12)






松谷之義,青木 稔,松本守海, 山本博昭,寺松 孝 :異所性胸腺の発生学的検索,日本胸部外科学会総会
(昭52.9)
松谷之義,青木 稔,松本守海 :胎生期における異所性胸腺の検索,共済医学会 (昭52.9)




馬場満男,鈴木幸雄,森川 茂,富山俊一,原田孝之,光岡明夫 :Ferritinによる macrophage機能の選択的
抑制及びその免疫反応解析-の応用,第7回日本免疫学会総会 (昭52.ll)





山本博昭,松谷之義,渡部 智,寺松 孝 :膿胸膜縮小術における若干の工夫,第52回結核病学会総会 (昭
52.4)
山家 武,大井 勉,宮本 覚,西内 素,中村陸澄,千種弘章,庄村東洋,吉栖正之 :人工気胸後膿胸に対
する外科療法について,第121回近畿外科学会 (昭52.6)
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5. 心 ･血 管
篠崎 拓,秋山文潤,島本光臣,田村康一,上野陽一郎 :僧帽弁交連切開術後の再狭窄,第7回日本心臓血管
外科学会総会シンポジウム (昭52.2)






中村隆澄,大井 勉,宮本 覚,西内 素,千種弘章,庄村東洋,吉栖正之 :IntraaorticBaloonPamping
(IABP)の適応に関する実験的 ･臨床的検討,第41回日本循環器学会総会 (昭52.4)
野々山 明,福中道男,佐藤 正,藤尾 彰,犬迫 努,増田 与,香川輝正,庄村東洋,吉栖正之,勝田宏
重 :10才以下の幼小児のイ削岩弁置換術の経験,第14回日本小児外科学会総会 (昭52.5)
吉川純一,高木義博,大脇 嶺,加藤 洋,柳原胎二,鈴木隆夫,奥町富久丸 吉田 清,吉栖正之,庄村東




宮本 覚,大井 勉,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :先天性冠動脈癖の手術適応に関
する検討,第43回日本循環器学会近畿地方会総会 (昭52.6)
西内 素,大井 勉,宮本 覚,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :関心術後急性期における隆圧剤
の効果,第43回日本循濃器学会近畿地方会総会 (昭52.6)
吉栖正之,馬場国蔵,深谷 隆,冨田安彦 :小児心疾患における圧 ･BiplaneCine-ACG 同時記録による圧 ･
容量関係について (第2報)- 各種左室拡張期 Complianceの指標- 第43回日本循環器学会近畿地方会総会
(昭52.6)
中路忠司,坂東義清,茂幾俊武,勝田宏重,伊東政敏 :乳児血管輪の手術治験,第73川岡山外科学会(昭52.6)
吉栖正之,大井 勉,宮本 覚,西内素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋 :完全型心内膜床欠損症根治術にお
ける両房室弁拡大術,第20回日本胸部外科学会関西地方会 (昭52.6)
千種弘章,大井 勉,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :非特異性炎症による
と考えられる多発性心室癖の1治験例,第20回日本胸部外科学会関西地方会 (昭52.6)
中村隆澄,大井 勉,宮本 覚,西内 素,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :IABI'の合併症について,第20
回日本胸部外科学会関西地方会 (昭52.6)
山家 武,大井 勉,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,庄村東洋,吉栖正之 :長時間体外循環における血行動
態について,第20回日本胸部外科学会関西地方会 (昭52.6)





柳原暗二,加藤 洋,大脇 嶺,高木義博,奥町富久丸,鈴木隆夫,吉田 渚,吉川純一,庄村東洋,吉植正
之 :イ馴呂弁後尖拡張期粗動,第30回日本胸部外科学会総会 (昭52.9)
西内 素,宮本 覚,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉槽正之 :関心術後患者管理における左室後負荷軽減
効果について,第30回日本胸部外科学会総会 (昭52.9)
宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :先天性冠動脈異常の外科療法- とくに手
術適応に関する考察- ,第30回日本胸部外科学会総会 (昭52.9)
吉栖正之,大井 勉,宮本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,馬場図歳 :心内膜床欠損症手術
における房室弁逆流防止対策,第30回日本胸部外科学会総会 (昭52.9)
馬場園蔵,深谷 隆,冨田安彦,宮本 覚,山家 武,西内 素,中村隆澄,庄村東洋,吉相正之 :ファロー
四徽根治術後遠隔期における左心機能,第3()回日本胸部外科学会総会 (昭52.9)
中村隆澄,大井 勉,宮本 覚,西内 素,山家 武,庄村東洋,吉相正之 :IABPの Weaningに関する考
察,第30回日本胸部外科学会総会 (昭52.9)




柳原胎二,吉川純一,大脇 嶺,加藤 洋,高木義博,奥町富久丸,石原 隆,久代英範,片上秀喜,庄村東
洋,古格正之 :左冠動脈肺動脈起始 (Bland-White-Garland症候群)の心音図学的検討, とくに冠動脈造影所
見との対比,第15回臨床心音図研究会 (昭52.10)
岡部 学,岡本交二,官本 覚,西内 素,中村隆澄,山家 武,庄村東洋,吉栖正之 :三尖弁狭窄を伴った
Ebstein病の1治験例,第122回近畿外科学会 (昭52.ll)
庄村東洋,吉栖正之,山家 武,中村隆澄,西内 素,宮本 覚,岡本交二,岡部 学 .'動脈疾患に対する血
管外科的治療に関する検討,第30回兵庫県医師会設立記念医学会 (昭52.ll)
高木義博,加藤 洋,大脇 嶺,柳原暗治,奥町富久丸,石原 隆,庄村東洋,吉栖正之 :僧帽弁前尖腺索断
裂による僧帽弁閉鎖不全の超音波所見,第32回日本超音波学会研究発表会 (昭52.ll)
加藤 洋,大脇 嶺,柳原括治,奥町富久丸,高木義博,石原 隆,吉川純一,庄村東洋,吉植正之 :心室中
隔破裂の超音波所見,第32回日本超音波学会研究発表会 (昭52.ll)
宮本 覚,庄村東洋,山家 武,中村隆澄,西内 素,岡本交二,岡部 学,吉栖正之 :心室癖に合併した心





中村隆澄,岡部 学,岡本交二,宮本 覚,西内 素,山家 武,庄村東洋,吉備正之 :IABPのあと外科治
療を行った急性心筋硬塞の1例,第44回日本循環器学会近畿地方会総会 (昭52.12)
加藤 洋,片上秀喜,久代英範,石原 隆,高木義博,奥町富久丸,柳原胎二,大脇 嶺,吉川純一,岡部
学,岡太交二,宮本 覚,西内 素, 中村隆澄, 山家 武,庄村東洋,吉栖正之ミ急性心筋硬塞後心破裂の6
例,破裂前の臨床像について,第44回日本循環器学会近畿地方会総会 (昭52.12)
柳原胎二,片上秀善,久代英範,石原 隆,高木義博,奥町富久丸,加藤 洋,大脇 嶺,吉川純一,岡部
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寺松 孝 :肺手術のこつ,日本胸部外科学会卒後教育セミナー (昭52.9)
松原義人他8名 :胸壁 ･JL､のう･横隔膜合併切除の対策 ;人凍結乾燥硬膜の使用,第30回日本胸部外科学会総
会 (昭52.9)
桑原正喜他 8名 :自然気胸の外科的治療- その手術適応と予後について,第30回日本胸部外科学会総会 (昭
52.9)
松谷之義,青木 稔 :圧力型ボディプレシスモグラフの使用経験,共済医学会 (昭52.9)
立石昭三他 :啄血の救急処置一特に気管支動脈栓塞について,第17回近畿救急医療研究会 (昭52.9)
寺松 孝 :開胸術,手術手技研会 (昭52.10)
長瀬千秋 :自然気胸の成因に関する病理学的研究,昭和52年度厚生省自然気胸研究粧第1回粧会議招請講演
(昭52.10)

























清水慶彦 :シンポジウム 気管気管支形成術,第47回 ACCP日本支部定期講演会 (昭52･12)
中島道郎,立石昭三他 :慢性呼吸不全に併発する自発性気胸とその対策,第18回近畿救急研 (昭52.12)
倉田昌彦 :縦隔疾患の新しい診断法 CTスキャン,第23回大阪呼吸器疾患懇話会 (昭52.12)
人見滋樹 :縦隔疾患の新しい診断法-胸贋造影,縦隔鏡,胸腔鏡検査-,大阪呼吸器疾患懇話会シンポジウム
(昭52.12)






伊藤元彦,長瀬千秋 :癌化学療法における Urokinase併用の意義,診療と新薬 Vol･14,1977
Y･Hirata,C･Nagase,M･Ito,etal:Twocasesofmultiplehormoneproducingsmalcelcarcinomaofthe
lung. CoexistenceofTumorADH,ACTH,andβ-MSH,CancerVol･38,1976




寺松 孝 :進行肺癌の治療,胸部外科 Vol･30,1977･
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forsuppressiveregulatoryT1-cclpopulationindelayedhypersensitivity,J.Exp.Med.Vol.145,1977.
伊藤元彦 :胸腺の外科- 胸腺液性因子の観点から,日本胸部外科学会雑誌 Vol.25,1977･
3. 結 核
山本博昭,加藤幹夫 :臨床呼吸器病講座3;膿胸,1977.











吉川純一,大脇 嶺,柳原艦二,加藤 洋,鈴木隆夫,高木義博,奥町富久丸,庄村東洋,吉栖正之 :Bland-
White-Garland症候群の超音波所見,呼吸と循環 Vol.25,1977.
馬場園蔵,深谷 隆,冨田安彦,庄村東洋,吉栖正之 :小児期心疾患における圧 ･BiplaneCine-ACG 同時記













光岡明夫,外村聖-,和田洋己,松延政一,金沢 進 :胸水を伴う肺炎により発見された SLEの1症例-
贋原病性肺病変の診断について- Med.PostgraduatesVo･15,1977･
山本博昭,松谷之義 :経気管支生検,臨床科学 Vol.13,1977.
病 理 学 部 門










〔誌 上 発 表〕
Yamamuro,T･,Ilama,H.,Takeda,T.,Shikata,J.andSanada,H.: Biocmehanicalandhormonalfactors
intheetiologyofcongenitaldislocationofthehipjolnt. Internat.Orthopaed.1‥231,1977.











浜本 肇,上羽康夫,順藤容章,竹田俊男 :Dtlpuytren拘縮に関する形態学的並びに生化学的研究,第 9回日
本結合組織学会総会 (昭52.7)
真田浩幸,四方実彦,浜本 肇,上羽康夫,山室隆夫,竹田俊男 :線維性蛋白成熟に関する実験的研究,第 9
回結合組織学会総会 (昭52.7)
岡 正典,山室隆夫,嶋 充浩,竹田俊男,四方実彦,真田浩幸 :各種結合組織に及ぼす成長ホルモンの影響






























〔学 会 発 表〕




富山俊一,原田孝之,馬場満男,森川 茂,奥田 稔 :マウス自然発生由来可移植性乳癌を用いた,足庶部移
植による宿主防禦能の早期測定と定量化,第36回日本癌学会総会,1977.10.
金沢 進,原田孝之,池田貞雄,松原義人,巽 英二,森川 茂 :胃癌患者血清中にみられる腫癌特異抗原に
対する抗体の特異性｡第36回日本癌学会総会,1977.10.











ことがなければ, これはまた世界初報となるであろう｡ 代謝産物の絶品を得て standardとしなければならない











木下和之,高橋権也 :3-メチルコランスレンによる経ミルク発癌 :第3回日本癌学会総会 (昭52･10)
Takahashi,G.: Excretionanddistributionofanaromatichydrocarbon(3･MC)inthebody･ UIS:Japan
CooperativeCancerResearchProgram Conference. NewOrleans･ Jam.23-26,1977･
Takahashi,G.: Glutathioneconjugationof31methylcholanthreneintheratbile. The3rd AsianCancer
Conference,Manila,Sept.26-30,1977･












〔学 会 発 表〕
鈴木康弘,田畑艮宏,大川軟- :ラット肺表面活性物質におよぼす D一galactosamineの影響,第66回日本病理
学会総会 (昭52.5)





































て排推されるが, その排浬は潅流肝では雌に比べて雄に強く, retinalacetateや 7.8-benzoaavoneの投与で影響
されず,microsomaloxygenaseinhibitorである2-diethylaminoethyト2,2-diphenylvalerateでその80-90%が阻害
され,cyclicAMP添加で促進された｡
細 胞 化 学 部












































西川伸一,高沖宗夫,泉 孝英,桂 義元 :弱免疫原 (ウシ血清アルブミン)に対する免疫記憶の invitr()で
の解析,第 7回日本免疫学会総会 (昭52.ll)
湊 長博,桂 義元 :ウイルス感受性抗原特異的T細胞の免疫学的性格,免疫応答における役割り,第7回日
本免疫学会総会 (昭52.ll)
和田洋己,西)冊中一,湊 長博,寺松 孝,桂 義元 :抗-ブテン抗体産生における carrier反応性B細胞の
影響,第 7回日本免疫学会総会 (昭52.ll)



























岡田誠太郎,西占 貢,竹尾漢治,藤原満善夫 :抗酸菌の集落の走査電子顕微鏡的研究 (続報),第23回 日本
らい学会西部地方会 (昭52.ll)
















渡辺 裕,岡本好史,小川博輝,松田光彦 :肺外科適応と気管支動脈造形,同上 (同上)
柳橋 健,弘野慶次郎,宮林美福,市谷迫雄 :肺癌の免疫学的アプローチに関する2,3の問題点,










原沢道美,大崎 鏡,滝島 任,芳賀敏彦,佐竹辰夫,佐川弥之助,宮西通博,長野 準 :本邦におけるPPII
の第 2次疫学調査,同上 (同上)





之助 :慢性呼吸不全にたいする末稽化学受容体刺激剤 (I)oxapramhydroehloride)の有効性について, 同上 (同
上)
佐藤公彦,李 泰興,佐川弥之助 :Paraquat肺炎に関する実験的研究,同上 (同上)
松原義人,池田貞雄,滝 俊彦,桑原正喜,宮本茂充,ニッ矢義一,二宮和子,甲斐隆義,船津武志 :呼吸器
疾患におけるCEA測定の意義,同上 (同上)
桑原正喜,池田貞雄,宮本茂充,滝 俊彦.ニッ矢義一,松原義人,二宮和子,船津武志, 甲斐隆義 :"自然







松延政一,長瀬千秋,伊藤元彦,倉田昌彦,岡田英彦,横山和敏,宝木 仁,田中 寛 :コンピューター断層
(CT)の肺癌診断-の応用について,同上 (同上)
北野司久,高嶋義光,弘野慶次郎,宮林美福,市谷通雄 :肺癌におけるCEAの臨床的意義,同上 (同上)
弘野慶次郎,市谷通雄,北野司久,宮林美福,柳橋 健 :横隔膜陸揚 2例,同上 (同上)
岡本好史,松田光彦,田苗英次,小川博呼,渡辺 裕 :ASD 2次口欠損手術後に発症した MI,TIの1例,
同上 (同上)
石原 浩,安打]隆三郎,南 一明,楠原健嗣,鯉江久昭 :大動脈弁下狭窄症の3例について,同上 (同上)
太田和夫,佐川弥之助,加藤幹夫,渡辺秀男,加藤 実,小野村敏信 :側轡症と肺機能,第4報 :非観血的療
法の肺機能に及ぼす影響について,第48回中部整形災害外科学会 (昭52.7)
佐川弥之助 :老人性変化と慢性気管支炎,山城医師会総会 (昭52.7)
加藤幹夫 :酸 ･塩基調節,第17回臨床肺機能講習会 (昭52.8)
佐川弥之助 :肺循還,同上 (同上)
佐藤公彦,佐川弥之助,竹田俊男 :パラコート肺に関する実験的考察,第10回FLI)シンポジウム (昭52･9)
竹凹俊男,佐藤公彦,佐川弥之助 :線維性蛋白の成熟,特に Lysyloxidaseとの関連について,同上 (同上)
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心のう,横隔膜合併切除の対策 :人凍結乾燥硬膜の使用,同上 (同上)






林 隆義,島田一恵,大井元晴,加藤幹夫,佐川弥之助 :吸入 0 2濃度と血液ガスとの Dose-Response関係に
ついて,同上 (同上) .
苗木 稔,松本守海,松谷之義,両本博昭,加藤幹夫 :ストレインゲージによる呼吸パターンの分析, 同上
(同上)
近藤敬一郎,倉田昌彦,岡田英彦,横山和敬,室本 仁,本田裕宏,泉 孝英 :開胸肺生検を行った PIE症
候群 (遷延型)の1例,同上 (同上)
三嶋理晃,李 泰興,佐藤公彦,加藤幹夫,佐川弥之助 :縦隔に認められたGerminomaの1例,同上 (同上)
徐 航胃,佐藤公彦,加藤幹夫,佐川弥之助 :オゾン曝露に関する実験的研究,同上 (同上)
田村伸介,重本 歴,楳垣寛治,西本洋二,瀬野 武,山本徹也,鍋島健治,岸本 亮,北田 修,杉本忠彦,





藤田正憲 :呼吸ガスの平均肺胞気濃度と死腔量の新しい測定法について,第 5回胸部研談話会 (昭52.ll)
佐川弥之助 :息切れと肺疾患,奈良県吉野郡医師会講演会 (昭52.ll)
浅井信明,佐藤公彦,李 泰興,李 勝弘,佐川弥之助 :組織学的所見よりみた左肺挫傷の問題,第5回日本
救急医学会総会 (昭52.ll)
佐川弥之助 :臨床肺生理学の展望,三重大学医学部胸部外科教室開講20周年記念講演会 (昭52.12)
〔誌 上 発 表〕
佐川弥之助 :肺化膿症,治療,59:407,1977.2.
佐川弘之助,大井元晴 :肺循環,MedicalScope,呼吸 ･循環 ･血液シリー ズ⑤,日医ニュース,372:10,19
77.3.
原沢道美,大崎 鏡,滝島 任,芳賀敏彦,佐竹辰夫,佐川弥之助,宮西通博,長野 準 :本邦におけるPPH
の第 2次疫学調査,厚生省特定疾患原発性肺高血圧症調査研究姓昭和51年度研究業績,37,1977.3.
大井元晴,佐川弥之助 :近畿地区におけるPPH 症例,同上,27,1977.3.




加藤幹夫 :CO2ナルコ-シス,MedicalScope,呼吸 ･循環 ･血液シリ-ズ⑧,日医ニュース,375:9,1977.4.
加藤幹夫 :VA/Q (第17回日本胸部疾患学会総会シンポジウム(Ⅱ)),日胸疾会誌,15:580,1977.9.
加藤幹夫 :新らしい胸部外科の臨床,分担執筆,胸部外科における機能的診断と病態生理,酸塩基平衡,杏林
舎,1977.9.
佐川弥之助 :同上,救命救急処置,急性呼吸不全,同上,同上.
山本博昭,加藤幹夫 :臨床呼吸器病講座分担執筆,第3巻,各論Ⅱ:膿胸,金原出版K.K,1977.10.
加藤幹夫 :Chlorideshift,Medicina14:145,1977.10.
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佐川弥之助 :RTD(RespiratoryTherapyi)epartment),日胸疾会誌,15:669.1977･10.
加藤幹夫,加藤弘文,長瀬千秋,山田久和,大井元暗 :術前肺機能検査,呼吸と循環,25:1011,1977.ll.
佐川弥之助 :Traumaticwetlung,Medicina,14;1537,1977･ll.
太田和夫,加藤幹夫,佐川弥之助,加藤 実,渡辺秀男,樫本龍喜,小野村敏信 :側轡症の肺機能,臨床整形
外科,12:1034,1977.ll.
浅井信明 :外科と病態生理分担執筆,病態生理からみた胸部外傷の手術適応,南江堂,1977.12.
山田久和,佐川弥之助 :呼吸機能検査法の歩み,ClinicalLaboratory,10:379,1977･12.
佐川弥之助 :肺内水分量の測定 (1),呼吸と循環,25:1084,1977.12.
